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 中国を始めとするアジア地域は、生産拠点、消費市場として急発展し

ており、我が国企業の進出もめざましく、これら経済活動を支える円滑

かつ効率的な物流ネットワークの構築が我が国においても重要課題と

なっている。 

 

 今後、我が国の国際競争力の維持・強化とニーズに対応した豊かな国

民生活を実現し、活力ある日本を築いていくためには、アジア地域にお

ける最適物流の実現の視点に立脚して、物流施策の総合的・一体的・戦

略的な推進を図る必要がある。 

 

 アジア地域との結びつきが強い関西においては、海上コンテナ輸送の

拠点である阪神港（神戸港・大阪港）や、航空輸送の拠点である関西国

際空港など、大阪湾域をゲートウェイとした国際物流網が形成されてお

り、また東アジア地域と関係が強く交通の要衝にあたる日本海側にも新

たな展開が期待されている。 

 

 大阪湾域等の国際物流基盤は、近畿地方を中心に西日本全域をも背後

圏としていることから、その機能強化を通じた円滑かつ効率的な国際物

流ネットワークの構築は、関西経済の活性化に資するばかりではなく、

活力ある日本を築く上で特に重要な課題である。 

 

 このため、産学官一体となった「国際物流戦略チーム」を設立し、国

際的なゲートウェイとなる大阪湾域等の国際物流の課題を的確に把

握・分析するとともに、総合的・戦略的な各種の物流施策を展開するこ

ととする。 
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